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アクセンチュアでは、単なる業務の⾃動化
にとどまらず、DX に発展させるためインテリ
ジェントオートメーションを進めております。そ
の中の⼀つの取り組み、Robot for 
Everyone についてご紹介します。 
 
Robot for Everyone という取り組み
は、アクセンチュアの全社員が RPA という
武器を⼿にし、⾃分⾃⾝の業務に対する
業務コンサルタントとして、⾃分の業務を
BPR することを⽬的としています。 
 
今、⾃分が取り組んでいる作業がなぜ必
要なのか、またその作業はどうすれば効率
化できるのか、ということを常に考えることが
重要です。BPR の結果として空いた時間
をより付加価値の⾼い業務に充てることが
可能になります。 
 
Robot for Everyone は、⻑時間労働
の打開策の⼀つとして始まった取り組みで
す。組織⾵⼟改⾰“Project PRIDE”の
フェーズ 1 の取り組みで、深夜残業や⻑
時間残業は減らせましたが、その分、管理
職負荷が⼀部⾼まってしまいました。 

⽣産性を⾼め、より⾼い価値を提供する
こと、これはイノベーションなしには実現で
きません。テクノロジーイノベーションによる
改⾰推進の核として RPA を活⽤した
Robot for Everyone の取り組みが始
まりました。 
 
すべての社員がテクノロジーに強いわけで
はなく、また、業務のある中でロボットを作
る時間が確保できない⽅も多いです。そ
のため、2 つの参加形式を⽤意していま
す。⾮エンジニアの⽅や、業務に忙しい⽅
でも、本取組に参加しやすいようにしてい
ます。RPA 活⽤のハードルを下げられるよ
う、豊富なコミュニティー活動を⼯夫して
実施しています。 
 
ユーザーはさまざまな状況、悩みに応じ
て、勉強会やトレーニングなど柔軟なサポ
ートを得ることができます。RPA による業
務効率化をきっかけとして DX ⼈材の育
成ができると考えています。 
 

Robot for Everyone に参加して⼯数
を⼤幅に削減するだけではなくて、全体の 



 
  

業務そのものを⾒直すきっかけになりまし
た。⾃動化することで⼈間にしかできな
い、より付加価値の⾼い業務ができるかも
しれないといったような思考の変化が私に
とってはありました。実際に⾃分やチームの
業務について、⼈間とロボットどちらが対応
するべきかというのを客観的に考えること
で、コラボレーションを含めたより効率的な
業務の実現に結びつけることができたなと
感じています。 
 
私たちは、単なる⼀業務の⾃動化の開
発ではなくて、業務全体を考えた上で⾃
ら⾃動化ツールの開発を⾏っています。つ
まり、⾃動化ツールが急に動かなくなったと
しても、マニュアルワークに対応できるよう、
⾃動化とマニュアルの⼆⼑流で業務の冗
⻑化を実現しています。また、業務とロボ
ットのそれぞれについて熟知しているからこ
そ、業務要件に適したロボットを選んで開
発することができます。この⼆⼑流とロボッ
トに関する知識によってチーム全体の業
務効率化と⽣産性の向上を実現してい
ます。 
 
RPA やインテリジェントオートメーションの
適⽤というところをきっかけとして、DX デジ
タルトランスフォーメーションへ昇華させる
必要があります。昨今の⽇本においては、
⼈材の不⾜というところが⼤きな課題の⼀
つとなっています。ですので、RPA による定
型的な業務の⾃動化・効率化というとこ
ろにとどまらず、AI やデータ分析、ワークフ
ローといった周辺のソリューションと組み合
わせることで、今後⽣み出される業務およ
び既存業務、あらゆる業務を全⾃動化す

るという発想で、企業のパフォーマンスを⾼
める必要が出てきます。 
 
いわゆる「テクノロジーの⺠主化」、これが
ひとつのキーワードだと感じています。アクセ
ンチュアは今後も⾃らを変⾰し、その経験
をお客様に還元していく、そういった形でお
客様の業務を効率化していきたいと考え
ています。 
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